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名古屋千種口一夕リークラフ
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例会場 愛知厚生年金会劇

事務局 TEL76345110FAX

会長 大口弘矛｜
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慈愛の種を播きましょう SowtheSeedsofLove
2002～2003年庇RI会長ビチヤイ・ラタクル
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園ゲスト紹介

米山奨学zIZ

f琴鯨………答， きようの例会侭……蝋馨'､尋露少嚴諭
Y

;第967回平成14年10月8日(火） 3
建琴侭響《長ｼ塔,‘髭謬侭淫』《長認讐,侭裂侭琴歳，淫,侭拶侭琴儘響《侭’辱病等,緯学一f尋,‘,ﾐﾂ必

71(65)名 出〃if '18名

7385％

9I二117I-I (修l刷り附率) 9531%
音楽演奏 オーボエ奏擶

ピアノ伴奏

佐藤栄里子さん

|)1藤真恥-fさん

(紹介大谷将）

へ

正遊海君

’ 谷口幹事報告鈩詫琴伝……響先週の記録示響…､急…夢"霊答ウト
;第966回平成14年10月1日(火） 雨；
岸琴侭塔,‘侭龍響,虚勢侭等,侭響侭浮病挙雨騨示琴‘,愚,:塾,‘,ご琴一些声:馨,侭琴侭櫻侭歩

圃"君が代”“奉仕の理想”

囹新入会員紹介

1 . *I1例会終了後、理蛎役員会を|;ﾄ|催致しますの

で、理ｲ#役員の方は2階橘の|ﾊjにお集まり~ﾄさい。

2．次lul例会終r後、指名委員会を開雌致しますの

で、擶名委員の方はお残り下さい。

3． ロータリーの友とガバナー月備が来ております

のでお帰りにお持ち~ドさい。

| 大口会長挨拶
~MI、ようこそ。

先侭少し話しましたが、兀気で研究も順調に進ん

でいるようで、 この後、お話を伺うことを楽しみに

しております。

早いもので本年度も4"j-l目を迎えますことは皆

様のご協力の賜と感謝いたします。そして、 ．村君

の紹介で新入会貝の小川毅君をお迎えすることがで

き、本日より会長テーマも「輪71」となります。

今l畠lは色々と行'IIがありますので、ご案内させて

いただきます。

10118 IJ㈹午前10時30分より火山植物I強|の紫|湯花

の械樹地にて2()周年記念事業の1つである橘諸兄

の「職lil!」の除聯式が行われます。その後、厚ｲ12年

金会館にて例会は通常通り行います。

lOI:1 151](火)は、細野恭払ガバナードlli佐訪間があり

ます。また、 |#ll会後にクラブ協縦会を開催致します

ので、出ﾙ!if凝務の皆さんはよろしくお賊いいたします。

10月22脚㈹は231 1(水)に例会Hを変更して、本年度

の股火行IIﾄであります20周年記念例会を行います。

式典は能楽蛍・祝宴は名占歴側光ホテルにて行われ、

ガバナーはじめ多くのご来資をお迎えいたします。

蕊謹冒鐵暫 ，

小出 毅

昭ﾎ1132年6月17[I

オフィスケイツー

千種区I:l |代町|川観音道東ll6-l()

メゾン覚士山｢l宮殿C-825

1､EL&FAX711-9117

Llf業花

小牧市城山5-70-3

2村 聰

商舶卸業（文典・雑蛍）

親II媚活動

一

氏 名

生年月上l

訴業所

地 位

自 宅

推燃者

職業分類

委員会

竹内会員増強委員長より新会員歓迎挨拶

会員一|司を代表して塒強委員長より歓迎'l:'しkげ

ます。出IiF義務が負荷されますが、堅Ilfしい)ﾘ『では

ないので、気楽に昼御飯を食べに来るつもりで楽し

く御出職下さい。
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輪71本年度会長テーマ EXPO開催まであと 899日 本紙はII雌紙を使川しております．



会員の皆様にはご多忙とは思いますが、 〃陣繰り合

わせのうえ全員の参加を切にお願いいたします。

10月29I1㈹は、岡部快llilガバナーの公式肋|ﾊlが私

どもがホストで名東RCと合liilで行います。

以上のように忙しいjlになりますが、艀様のご出

席とご協力をお願いいたします。

｜米山月間に因み｜
囮米山奨学生E道海耕

りました。

杓機化学は炭素原了を含む化合物を対象とする学

問で、盤かな暮らしを支える基礎となっています。

反応の進行に伴うエネルギーを変化します。結合を

切るために、エネルギーが必要となります。このエ

ネルギーを活性化エネルギーと呼びます。活性化エ

ネルギーの小さい反応は起こりやすく、大きい反応

は起こりにくいと言えます。触媒を使うことによっ

て、反応の活性化エネルギーを低下させ、反応が起

こりやすくなります。加え、多くの有機物衝は立体

的に鏡像異性体が存在しています。互いに鏡像異性

体である化合物はちょうど右手とﾉf手の関係に似て

いるようにぱいに重ね合わせることができません。

二つの鏡像異性体の中純粋に目的とする立体化学を

持つ・つの異性体を合成しなければなりません。こ

れらの原理に基づき、分子触媒を川いる物寅変換は

大きく注I」されています。大規模なｲj.機合成は経済

効率だけではなく、安全性、省資源、微エネルギー、

環境調和性などを真剣に考慮したものでなければな

りません。分子触媒を用いる物質変換はこの観点か

ら理想的であります。

来F1して中岡とは全く違う生活・文化にある時は

ショックを受け故郷に帰りたいと思った1_Iもありま

したが、周りの人たちと交流を交わし沢山の温かい

F助けのお陰で今はR本に沢l l lの友達を作ることが

出来ました。これは私の一生でかけがえのない宝物

です。 [I本語は難しく思うこともありますが、侍様

の前で話しコミュニケーションが出来るようになり、

野依先生の研究室で知識を深めることも出来たこと、

そして何よりもロ本で4年間唯活してきた.11がIfl分

の人ﾉkに経験と影響を与え大きな自信になりました。

中|玉|で懲らしていた時とは違い夢II1で過ごしてきた

生漸は私に広い視野も与えてくれたと思います。特

にli叶究室の北村先生を始めとする1 1本の諸先錐方は

とても真面目で何も知らない私に親切・丁寧に指導

して下さり、朝早くから夜遅くまで研究に打ち込む

姿は皆さんの化学に対する情熱がひしひしと伝わっ

て、 イj機化学を研究し始めた私にとって大きな刺激

となります。諸先輩方の熱い姿を兇るとR本の将来

を支える研究者となることは間違いなく、私も彼ら

に負けないように頑張って、 11本の技術を故郷の中

岡で唯かすことが出来るといいと思っています。

私の夢はまだまだ尽きませんが、少しずつ叶えて

いきたいです。米lll奨学金を戴くまではアルバイト

をしながら勉強をしていたので、体が疲れてこのま

ま統くか心配でしたが皆さんのお陰で安心して勉強

に打ち込めて嬉しいことです。研究室の人としか交

流がないのでまだ知らないことが多く、金銭につい

ても沢山のことに迷っています。ロータリーでお世

括唄きましてから石黒さんや皆さんに社会・人生に

ついていろいろ教えて頂きました。それぞれの違っ
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今年はIKI交30周年のI肥念すべき年で、麺に今11は

巾IEIでは雄IEI記念1 Iに､'iたる特別なI Iにこのような

席でスピーチのチャンスを蛾きイ1.り雌うございます。

中IEIは"|上京や上海などの入部『liがｲl.名ですが、私

が家族と住む湖北竹災礎117は人I 1約670万人の部i1iで

名古雌が約200〃人であることを琴えると非備に大き

な部『liのようですが、 ! | ' l lilでは小さな川です。今、

rl'I 'ilでは｢|'部と|ノリ部を開発するiil･l'lliがあり、段々発

展していくと思います。また犬111 'lj~とj'lj妹部'liに

なっていますので師年交流活肋があります。

私は褒礎大学を卒業し、 年|ﾊl化学の会社に就職

しましたが、 ｜ |本の進んだ技術を学びたくて98年に

*1-|し、 年間11*i語と11本について勉強しました。

8人しかいないクラスにはドイツ・カナダ・アメリ

カ・ インド !li#I1;1 ･ 1limの人達がいて|』l際的な環境

で、みんなとl 1本語で会i活をするのは楽しかったで

す。この出会いで他のl'ilのことも学ぶことができ、

H本語もある礎度解るようになりましたので、進ん

だ技術を学びたいとぞえ、 1Ofl:.雁前からl l本におり

岐阜に住んでいる兄が東海地IXで勉強するのなら椚

古尾大学が一番いいだろうと‘淵べてくれました。調

べるうちに野依先ﾉ1号のｲ1.機金幌化学に興味を魅かれ

先生に手紙を出しました。侍様御存知のとおり野依

先ﾉ12は昨年ノーベル化'稲)を1』{を受1'Iされました。お忙

しい先生なのにお返!liを撒き面.腰を受けて先生の研

究室で勉強させて頂く機会を11卜ることができ、その

後、人学院に合賂し理学研究科に入'学させて噸きま

した。そして岬依先′kがセンター腿を務められてい

る物質科学I I;I際研究センターの北村光ﾉ|;の研究グルー

プに配腐させて頂きました。それまではノーベル1‘（

とは腱史上の峠い先生、例えばアインシュタインや

1 1本の湯川英樹先ﾉ|ﾐが受蹴される、 口分とは縁のな

い顎だと思っていましたが‘野依先{kがノーベル化

学賞を受賞され、 とても鮪くと共に大きな励みにな

へ

－2－



,－－．－~･-･-~-.－ 第151回ゴルフ会成績一一一・-－－、

ベルグラビアカントリー倶楽部9/26体) I

; RANK NAME Out ln GHcpNET I
I優勝小林 明 49 52 101 24 77 1
i 2位林 哲央 44 41 85 6 79 i

1 3位加藤重雄 52 47 99 19 80 1

I B B 松居敬二 45 50 95 9 87 1
（参加者8名) i

l ・次回ハンディ変更 小林君19、林君5

た人〈I2を持った皆さんからチャンスがありましたら

お話を伺いたいです。皆さんの人生経験を参考にす

れば私の人生は迷わないでしょう。米山梅吉さんの

願いでもある他人への思いやり、助け合いの精神を

忘れずに大学で学んだ有機化学・触媒化学を生かし

て化学技術面で中|』と日本はもとより世界各国の懸

け橋になれる研究者をu指し世の中の役に立てる人

になれるよう精一杯頑張っていきたいです。

l
q

I

囮3分間スピーチ 竹内会報・雑誌委員

会報・雑誌委員会では、配布される冊子の中から

感銘を受けたり皆様にお伝えしたい記事や内容を紹

介することになりました。

①まず、 「ロータリーの友」には各地区大会の識演要

旨が戦っております。例えば7月号「命を育て心

を結ぶ一子供達は今」横川満帥、 8月号「戦後日

本の忘れもの」四原識帥、 9月号「外圃から見た

日本の青少年」J.S.ツノダ識帥などは珠玉の識演と

申してもよいでしょう。

②次に『言いたい、聞きたい』柵があります。実に

面白く、会員必読のコーナーと云えます。誰に尋

ねるよりも“ロータリーとは何ぞや'’が判明いた

します。その上で只今のRotaryが抱えている諸fl:

が明白になって参りましょう。

毎月必ず配布されますので、 この小誌を「毎月読

まれざるベストセラー」とILl ll1IMする事なく先ず①と

②だけは当クラブ会員には必読願いたい次第。

又、 2001～02年度鶏南RCホス|､による地区大会で

P.G.の佐藤千涛IWIIiの『一隅を照らす』の内容。一

方、最近頂戴いたした同師の『瀧沌』を獅務所にi嚴

きますので是非ご覧下さい。Rotaryの諸問題が明解

になります。
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‘ 前年度、会長杯取切り戦では、今年度幹事の澤田君

｜ が勝利を収め、同日、松楓閣にて開かれた祝賀会では

｜笹野前会長より記念品か贈られました。

一 1
1

1
1
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一例会変更のお知らせ一、

西春日井RC 10/15(火)職場例会の為

名古屋名東RC 10/22㈹名東区小中学校連合音

楽会の為、 10/25㈱愛知厚生年

金会館

豊山一城北RC 10/22㈹ガバナー公式訪問の為、

10/21(月)キャッスルプラザ

西春日井RC 10/22㈹家族旅行の為、 10/26tt)

名古屋名南RC 10/22(火)職場例会の為

名占屋和合RC 10/23㈱職場例会の為、中日新

聞社にて1l時30分～

名古屋瑞穂RC 10/24㈱職場例会の為

名古屋東山RC 10/24㈱夜間例会の為

、 ‐ノ
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〈

；小出 毅 記念碑除幕式の1-1が、好天に恵ま

； 本日より入会させて頂きます。 れますように!！
2 以後、宜しくお願い致します。 在田 忠之・浅井誠寿
；石黒正則 萩原喜代子・池田 隆
ゼ 王道海君がスピーチ頑張りま 池森 由幸・伊藤健文

；すので、よろしくお願い致します。 加藤 大豊・河村政孝
；大口弘和 菊池 昭元・小杉啓彰
＃ 新入会員の小出毅さんをお迎 小山 雅弘・黒須アイ子
；えして 牧野登志子・松居敬二

;澤田淳治 松永 正史・宮尾紘司
〉 ゴルフ会長杯取切り戦で優勝し 三好 親・水野賀續

；山木さんの作品を戴きました。 水谷祥督・成田 良治
＃ ありがとうございました。 西川 豊長・大谷和雄

；小林 明 佐野 寛・笹野義春
； 前年度ゴルフ取切り戦で準優勝 鈴木理之・竹内 眞三
ぞし、今年度第一・回は催勝しました。 谷口 優・舎人経昭
；水野民也 山田 壽勝・吉田 節美
( 20周年記念蛎業、万葉の道での 秋・本番1 衣替えになり街中
ノ

ハ,、ク、'、'、'、'、，、,、〃､，､ク、，、′、‘､，､，、〃、'、ｸ、'､〃、，、’、’、ク、’、'、’、'、，、,、’、，、’、’、,、,、,、〃、'、〃、,、"、

も秋めいて来ました。 〈
〈

加藤重雄 〈
／

会員誕生日祝い ／

和田正敏 ／
／

夫人誕生日祝い 〈
／

伊豫田博明 く

結婚記念日祝い ／
／

柵木充明 ／
／

会員誕生日祝い ／

結婚記念日祝い ／
＞

二村 聰 〉

小出毅君を紹介させて頂きま；
す。宜しくお願い申し上げます。 ミ

ノ

結婚記念日祝い ＞
〉
〉
〉

｜ 合計 ｜ ；
| 95.000円 | ;

、ヘヘヘ,、へ,、,、,、ヘヘ,、へ,、ヘヘヘ,、,、へ,、,、へ,●

－3－
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r"･~.'u~("狸………「与える」から§
＆ 米山奨学9

$
§
＆
＄

§ 米山奨学制度の誕生
’
’ 1952年東京ロータリークラブは、 日本のローダ

;ﾘｰの創始者であり､ﾛｰﾀﾘｰ精神の実践の先達
;であった米山梅吉氏の功績を記念して､奨学制度を
，制定し、 「米山基金」を発足させた。 1958年には全

;国的に組織｢ﾛｰﾀﾘｰ米山奨学委員会｣に発展し、
;"年には財団法人｢ﾛｰﾀﾘｰ米山記念奨学会」
＄が設立され半世紀が経過した。奨学生第1号に選ば

;れたﾀｲからの留学生ｿﾑﾁｬｰﾄ君への支援は

;懸職縦蝋難脅難
;米山奨学金を支給し続けて雷た。
， 米山梅吉氏没後6年、 日本のロータリーが国際

:蝋皐麗鱸柵鴎悪墓
;嬬伽て…恩いと州…‘ぅとザ
る願いを表明する絶好の事業として、この米山奨学
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米山奨学事業の50年
(財)ロータリー米山記念奨学会副理事長高野孫左ヱ門
（第2620地区（静岡県･ l11梨県) 1982-83年度ガバナー）

山奨学制度の特筆すべき世話クラブとカウンセラー

の活動を通し、選ばれた留学生に日本の姿とロータ

リーの心・願いを伝える国際奉仕活動の展開を米山

奨学事業に大きく期待している。米山基金発足当初

の「困窮した留学生の生活支援」から「明日を築く

優秀な留学生を支援育成」する新しい米山奨学制度

に変わろうとしているのが、今日の米山である。

米山奨学期間を終え国費留学生に採用された富山

の韓国留学生は、 「米山は、ほかの奨学制度と違っ

て支援してくれている人の顔が見える、素晴らしい

ものだった」と述べている。また、米山と国費の両

方に合格した東京の女子留学生は、支給額の高い国

費を辞退し、 「奨学金を超えるロータリーの支援を

評価」して米山を選んでいる。
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明日に向かっての祈り

国際ロータリーは、近く100周年を、米山奨学事

業は半世紀を迎えようとしているが、われわれは、

世界や日本の環境や時代の変化に対応した歩みを、

確認する時に立っている。新しく採用した大学推薦

制度に伴い、ロータリーは大学との交流を考えなけ

ればならない。また、カウンセラーの役割の重要さ

を再確認し、これに対応しなければならない。さら

に、この奨学事業を支えるロータリアンの寄付の減

少をどのようにしてくい止めたらよいか等々、変化

する米山の課題は少なくない。

アメリカの神学者R.ニーバーは、 1934年マサチュー

セッツの教会の礼拝で次のような祈りを捧げてい

る。 「神よ、変えることのできないものは、それを

受け入れるだけの心の平静さ (serenity)を与え給

え。変えるべきものは、それを変える勇気を、そし

てそれらを見分ける知恵を5．え給え」と。われわれ

は今、米山奨学会のIﾘ]日に向かって、 ｜可じ祈りを捧

げたい思いである。
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